
じ
。）の
結
果
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
（
第
八
十
一
条
の
四
に
お
い
て
「
航
空
レ
ー
ザ
計
測
デ
ー
タ
」
と
い
う
。）の
点

検
及
び
調
整
を
行
う
た
め
に
必
要
な
水
平
位
置
及
び
標
高
の
基
準
と
な
る
点
（
以
下
「
調
整
用
基
準
点
」
と
い

う
。）は
、
地
籍
図
根
三
角
点
等
を
使
用
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
然
物
又
は
既
設
の
工
作
物
を
利
用
す

る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

２

標
定
点
及
び
調
整
用
基
準
点
（
以
下
「
標
定
点
等
」
と
い
う
。）は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
基
づ
い
て

選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

２

標
定
点
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
基
づ
い
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

一

上
空
視
界
が
十
分
に
確
保
さ
れ
、
空
中
写
真
又
は
航
空
レ
ー
ザ
測
量
の
結
果
得
ら
れ
た
デ
ー
タ
（
第
七
十

八
条
及
び
第
八
十
三
条
の
二
に
お
い
て
「
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
」
と
い
う
。）に
お
い
て
明
瞭
に
識
別
す

る
こ
と
が
で
き
る
地
点
で
あ
る
こ
と
。

一

対
空
標
識
が
明
瞭
に
撮
影
さ
れ
る
地
点
で
あ
る
こ
と
。

二

対
空
標
識
を
設
置
す
る
場
合
に
は
、
当
該
対
空
標
識
の
設
置
が
容
易
で
あ
り
、
か
つ
、
こ
れ
が
確
実
に
保

存
さ
れ
る
地
点
で
あ
る
こ
と
。

二

多
角
測
量
法
に
よ
り
著
し
い
困
難
を
伴
う
こ
と
な
く
当
該
地
点
の
位
置
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
地
点

で
あ
る
こ
と
。

三

後
続
の
測
量
を
行
う
の
に
便
利
な
地
点
で
あ
る
こ
と
。

四

対
空
標
識
及
び
標
識
の
設
置
が
容
易
で
あ
り
、
か
つ
、こ
れ
ら
が
確
実
に
保
存
さ
れ
る
地
点
で
あ
る
こ
と
。

３

前
二
項
の
選
定
の
結
果
は
、
標
定
点
選
点
図
又
は
調
整
用
基
準
点
選
点
図
に
取
り
ま
と
め
る
も
の
と
す
る
。

３

前
二
項
の
選
定
の
結
果
は
、
標
定
点
選
点
図
に
取
り
ま
と
め
る
も
の
と
す
る
。

４

第
八
十
二
条
に
規
定
す
る
補
備
測
量
の
実
施
が
見
込
ま
れ
る
場
合
に
は
、
空
中
写
真
測
量
又
は
航
空
レ
ー
ザ

測
量
の
実
施
前
に
、
必
要
に
応
じ
て
、
航
測
図
根
点
（
補
備
測
量
に
必
要
な
水
平
位
置
及
び
標
高
の
基
準
と
な

る
点
で
あ
つ
て
、
空
中
写
真
測
量
又
は
航
空
レ
ー
ザ
測
量
に
よ
つ
て
当
該
点
の
座
標
値
及
び
標
高
を
求
め
る
も

の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）を
選
定
す
る
も
の
と
す
る
。

４

航
測
図
根
点
は
、
第
二
項
第
一
号
、
第
三
号
及
び
第
四
号
に
掲
げ
る
条
件
に
基
づ
い
て
選
定
し
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。

５

（
略
）

５

（
略
）

６

航
測
図
根
点
に
は
、
標
識
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
自
然
物
又
は
既
設
の
工
作
物
を
航
測
図
根

点
と
し
て
利
用
す
る
と
き
は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

６

標
定
点
及
び
航
測
図
根
点
（
以
下
「
航
測
図
根
点
等
」
と
い
う
。）に
は
、
標
識
を
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。

た
だ
し
、
航
測
図
根
点
に
あ
つ
て
は
、
自
然
物
又
は
既
設
の
工
作
物
を
利
用
す
る
こ
と
を
妨
げ
な
い
。

（
対
空
標
識
の
設
置
）

（
対
空
標
識
の
設
置
）

第
七
十
八
条

対
空
標
識
は
、
標
定
点
等
及
び
航
測
図
根
点
（
以
下
「
航
測
図
根
点
等
」
と
い
う
。）に
設
置
す
る

も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
航
測
図
根
点
等
と
し
て
自
然
物
又
は
既
設
の
工
作
物
を
利
用
す
る
場
合
で
あ
つ
て
、

空
中
写
真
又
は
航
空
レ
ー
ザ
測
量
デ
ー
タ
に
お
い
て
明
瞭
に
識
別
で
き
る
こ
と
が
確
実
で
あ
る
場
合
に
つ
い
て

は
、
こ
の
限
り
で
は
な
い
。

第
七
十
八
条

対
空
標
識
は
、
航
測
図
根
点
等
及
び
筆
界
点
に
設
置
す
る
も
の
と
す
る
。
た
だ
し
、
所
要
点
の
位

置
を
間
接
的
に
決
定
で
き
る
よ
う
な
地
点
に
設
置
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

第
二
目

空
中
写
真
測
量

（
空
中
写
真
撮
影
）

（
空
中
写
真
撮
影
）

第
七
十
九
条

第
七
十
九
条

一

空
中
写
真
撮
影
及
び
空
中
三
角
測
量
に
使
用
す
る
器
械
及
び
器
材
の
組
合
せ
並
び
に
地
形
そ
の
他
の
条
件

を
考
慮
し
て
、
適
切
な
撮
影
縮
尺
を
選
定
す
る
こ
と
。

二

同
一
コ
ー
ス
に
属
す
る
相
隣
る
写
真
画
面
は
、
コ
ー
ス
方
向
に
つ
い
て
、
そ
の
六
割
の
画
面
が
重
複
す
る

の
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

三

相
隣
る
コ
ー
ス
に
属
す
る
各
コ
ー
ス
の
相
隣
る
写
真
画
面
は
、
コ
ー
ス
方
向
に
直
角
な
方
向
に
つ
い
て
、

そ
の
三
割
の
画
面
が
重
複
す
る
の
を
原
則
と
す
る
こ
と
。

き
る
航
空
機
又
は
無
人
航
空
機
を
用
い
て
行
う
も
の
と
す
る
。

空
中
写
真
撮
影
は
、
撮
影
に
必
要
な
装
備
を
有
し
、
所
定
の
高
度
で
安
定
飛
行
を
行
う
こ
と
が
で

空
中
写
真
撮
影
は
、
次
の
各
号
に
掲
げ
る
条
件
に
従
つ
て
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

四

写
真
画
面
の
水
平
面
に
対
す
る
傾
斜
角
は
、
五
度
以
内
で
あ
る
こ
と
。

五

写
真
画
面
の
コ
ー
ス
方
向
に
対
す
る
水
平
回
転
角
は
、
十
度
以
内
で
あ
る
こ
と
。

六

空
中
写
真
撮
影
は
、
原
則
と
し
て
、
気
象
条
件
が
良
好
で
、
か
つ
、
撮
影
に
適
し
た
時
期
に
行
う
こ
と
。

七

露
出
時
間
は
、
飛
行
速
度
、
使
用
フ
ィ
ル
ム
、
フ
ィ
ル
タ
ー
、
撮
影
高
度
等
を
考
慮
し
て
、
画
像
が
十
分

な
鮮
明
さ
を
保
つ
よ
う
適
正
に
定
め
る
こ
と
。

令和年月日 火曜日 (号外第号)官 報
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